
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』
　
第
六
十
六
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

（
第
四
十
回
研
究
所
資
料
展
）

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
魅
力
─
宗
教
画
家 

井
村
方
外
の
世
界
─

星
　
原
　
大
　
輔
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大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
の
閲
覧
室
に
は
、
縦
横
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
絵
画
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
本
研
究
所
の
創
立
者
・
大
倉
邦
彦
が
研
究
所
設
立
の
精
神
や
活
動
目
的
を
、
宗
教
画
家
の
井い

村む
ら

方ほ
う

外が
い

に
図
示
さ
せ
た
も
の
で
、

研
究
所
本
館
（
現 

横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
）
の
建
設
と
並
行
し
て
制
作
さ
れ
た
。
研
究
所
本
館
が
横
浜
市
に
寄
贈
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の

曼
荼
羅
は
応
接
室
（
現 

第
五
集
会
室
）
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
、
大
倉
が
来
館
し
た
客
人
に
こ
れ
を
見
せ
な
が
ら
、
研
究
所
の
こ
と
を
説

明
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
研
究
所
の
精
神
や
歴
史
を
伝
え
る
重
要
な
資
料
で
は
あ
る
が
、
作
成
か
ら
約
九
〇
年
の
月
日
を
経
て
破
損

や
痛
み
が
所
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
専
門
家
に
よ
る
一
部
修
復
を
行
い
、
そ
し
て
令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
に
そ
の
保
存
環
境
を
整
え
る
べ
く
新
た
に
展
示
ケ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
当
財
団
に
残
さ
れ
て
い
る
関
連
資
料
や
井
村
方
外
の
絵
画
を
基
に
、「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
に
込
め
ら
れ
た
大
倉
邦
彦

の
想
い
、
そ
し
て
作
者
で
あ
る
井
村
方
外
の
人
物
像
の
一
端
を
紹
介
す
る
研
究
所
資
料
展
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
魅
力
～
宗
教
画
家 

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
魅
力
─
宗
教
画
家 

井
村
方
外
の
世
界
─

星　

原　

大　

輔

（
第
四
十
回
研
究
所
資
料
展
）
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る
際
に
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
八
十
七
年
。
絵
画
の
劣
化
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
附

属
図
書
館
を
一
時
閉
館
し
て
、
絵
画
の
保
存
環
境
を
整
え
る
べ
く
、

新
た
に
展
示
ケ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
日
本
精

神
文
化
曼
荼
羅
の
魅
力
を
皆
さ
ま
に
紹
介
す
る
展
示
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
。

　

大
倉
邦
彦
が
考
え
て
い
た
こ
と
、
こ
の
大
倉
山
の
地
で
実
践
し

よ
う
と
し
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
日
本
精
神
文
化

曼
荼
羅
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ら
の
秘
密
を
紐
解
き
な
が
ら
、
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
の
閲
覧
室
に
は
、
縦
横
が

そ
れ
ぞ
れ
約
二
．
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
絵
画
「
日
本
精
神

文
化
曼
荼
羅
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
創
立
者
の
大

倉
邦
彦
が
画
家
の
井
村
方
外
に
図
示
さ
せ
た
も
の
で
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
竣
工
し
た
研
究
所
本
館
（
現 

横
浜
市
大
倉
山
記

念
館
）
の
建
設
と
並
行
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
開
館
当
初
は
、

応
接
室
（
現 

第
五
集
会
室
）
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
来

館
し
た
お
客
様
に
、
研
究
所
設
立
の
精
神
や
活
動
目
的
を
説
明
す

井
村
方
外
の
世
界
～
」
を
企
画
・
開
催
し
た
。
期
間
は
令
和
元
年
七
月
三
一
日
（
水
）
か
ら
一
〇
月
一
九
日
（
土
）
ま
で
で
、
会
場
日
数

は
五
七
日
、
期
間
中
の
入
場
者
数
は
延
べ
九
三
二
人
で
あ
っ
た
。
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
井
村
家
か
ら
貴
重
な
話
を
伺
い
、
西
光
寺
で
は

方
外
の
作
品
を
観
覧
、
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
今
回
の
展
示
ケ
ー
ス
新
設
に
併
せ
て
、
曼

荼
羅
の
内
容
を
紹
介
す
る
映
像
「
大
倉
邦
彦
と
鑑
賞
す
る
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
を

作
成
し
、
七
月
三
一
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
邦
彦
・
方
外
と
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
を
開
催
し
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　

本
稿
で
は
展
示
資
料
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
パ
ネ
ル
順
に
掲
げ
た
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
一
部
に
適
宜
加
筆
修
正
を
施
し
て
い
る
。
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一　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
理
念

①　

創
立
者
・
大
倉
邦
彦　

　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
創
立
者
・
大
倉
邦
彦
（
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
～
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
））
は
、
佐
賀
県
神
埼

市
姉
川
地
区
の
江
原
家
に
、
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治

三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
を
卒
業
し
た
の

ち
、
大
倉
洋
紙
店
に
入
社
し
ま
す
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）

二
代
目
社
長
の
大
倉
文
二
に
働
き
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
て
養
子
と
な

り
、
の
ち
に
三
代
目
社
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
倉
は
、
世
の
た
め
に
専
念
す
れ
ば
、
自
ず
と
「
利
益
の
副
産

物
」
が
得
ら
れ
、
そ
し
て
「
国
家
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
肥
料
」
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
企
業
経

営
で
得
た
利
益
を
基
に
、
教
育
事
業
と
し
て
、
富
士
見
幼
稚
園

（
東
京
都
目
黒
区
）
や
農
村
工
芸
学
院
（
佐
賀
県
神
埼
市
）
な
ど

を
開
設
し
ま
す
。
そ
し
て
自
身
の
考
え
を
世
の
中
に
よ
り
広
く
普

及
す
る
べ
く
、
当
研
究
所
を
創
立
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
東
洋
大
学
学
長
就
任
時
の
大
倉
邦
彦
」

　
　
　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
） 

沿
革
史
資
料
№6822

・
大
倉
邦
彦
書
「
躬
行
」 

沿
革
史
資
料
№2394

「
実
践
躬
行
」
は
大
倉
邦
彦
の
座
右
の
銘
の
一
つ
で
す
。
学
問

を
通
じ
て
「
正
し
い
信
念
」
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
信

念
に
基
づ
い
て
自
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
常
に

語
っ
て
い
ま
し
た
。

・
写
真
「
富
士
見
幼
稚
園
の
園
舎
」 

沿
革
史
資
料
№6873-2

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
の
閉
園
ま
で
、
毎
年
一
〇
〇
名
程

の
卒
園
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

・
写
真
「
農
村
工
芸
学
院
の
卒
業
写
真
」

　
　
　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月	

革
史
資
料
№8214-14

女
性
の
精
神
的
か
つ
経
済
的
自
立
を
目
的
に
、
一
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

②　

研
究
所
の
創
立
経
緯　

　

大
倉
邦
彦
は
、
関
東
大
震
災
の
余
韻
も
さ
め
や
ら
ぬ
大
正
一
四
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年
（
一
九
二
五
）
春
、「
国
民
の
良
心
の
扉
」
を
開
き
た
い
と
の
使

命
感
に
燃
え
、
研
究
所
の
創
立
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
本
館

と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
で
す
。

　

大
倉
は
ま
ず
、
私
財
を
投
じ
て
精
神
文
化
図
書
館
を
設
立
し
よ

う
と
考
え
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
、
欧
米
諸
国
を
目

指
し
て
旅
立
ち
ま
す
。
目
的
は
、
宗
教
教
育
の
実
状
と
研
究
所
・

図
書
館
の
運
営
を
視
察
し
、
そ
し
て
精
神
文
化
に
関
す
る
洋
書
を

購
入
す
る
こ
と
で
し
た
。
現
在
、「
洋
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
約

九
〇
〇
〇
冊
）
と
し
て
、
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
倉
は
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
の
協
力
を
得
て
、

全
国
の
旧
家
・
寺
社
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
史
料
群
の
中
か
ら
、
精

神
文
化
に
関
す
る
良
書
を
選
び
、
副
本
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
現
在
、「
古
文
書
古
記
録
影
写
副
本
」
と
し
て
附
属
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
原
本
が
の
ち
に
戦
災
な
ど

で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
倉
の
構
想
は
研
究
所
の
設
立
へ
と
進
展
し
ま
し
た
。

設
立
趣
意
書
で
は
、
人
び
と
の
心
の
中
に
「
宗
教
的
信
念
に
立
脚

せ
る
正
し
き
人
生
観
」
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
人
類
文

化
の
普
遍
的
意
義
」
と
日
本
の
「
精
神
文
化
の
本
質
的
価
値
」
を

精
究
し
て
、「
正
し
き
信
念
に
基
づ
く
国
家
観
」
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
の
「
心
」
と
後
者
の

「
知
性
」
を
身
に
付
け
た
人
材
を
生
み
出
し
、
社
会
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
―
こ
れ
が
研
究
所
の
使
命
と
さ
れ
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
原
田
三
千
夫
「
精
神
文
化
図
書
館
要
誌
」（
日
誌
）

 

沿
革
史
資
料
№2495

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
一
四
日
付
。
大
倉
邦
彦
の
秘

書
・
原
田
三
千
夫
は
日
誌
の
冒
頭
に
、
大
倉
の
構
想
を
「
精
神

文
化
図
書
館
要
誌
」
と
題
し
て
、
次
に
よ
う
に
書
き
記
し
て
い

ま
す
。
世
界
の
文
化
が
「
混
沌
の
相
」
を
呈
し
つ
つ
あ
る
中
、

日
本
に
は
「
他
国
文
化
の
模
倣
か
修
飾
」
で
は
な
く
、「
東
西

の
文
化
を
融
合
し
て
新
し
く
日
本
文
化
を
創
造
す
る
」
使
命
が

あ
る
、
そ
し
て
こ
の
使
命
を
担
う
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。

・
写
真
「
ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
て
」 

沿
革
史
資
料
№6878

大
倉
と
秘
書
の
原
田
が
並
ん
で
立
っ
て
い
る
姿
が
撮
影
さ
れ
て
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ま
た
、
ロ
ビ
ー
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
置
か
れ
て
い
る
椅

子
な
ど
も
、
建
物
と
同
じ
様
式
で
製
作
さ
れ
た
特
注
品
で
す
。

《
展
示
資
料
》

・「SEISH
IN･BVNK

W
A
･NO･DENDO

（
精
神
文
化
の
殿
堂)

 

沿
革
史
資
料
№11039

長
野
が
設
計
に
取
り
掛
か
り
始
め
た
頃
に
、
自
ら
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
で
す
。
完
成
し
た
現
在
の
建
物
と
は
か
な
り
異
な
っ
て

い
ま
す
。
大
倉
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
こ
の
長
野
案
に
さ
ま
ざ

ま
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

④　

研
究
所
本
館
の
意
匠
─
形
式
は
信
念
の
具
象　

　

大
倉
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
九
日
、
開
所
式
の
挨

拶
で
、「
形
式
は
信
念
の
具
象
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
彼

の
研
究
所
創
立
の
理
念
の
一
つ
が
「
東
西
文
化
の
融
合
」
で
す
。

本
館
と
し
て
建
設
さ
れ
た
現
在
の
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
の
装
飾

に
、
そ
の
理
念
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
大
倉
山
記
念
館
の
ホ
ー
ル
の
内
装
で
す
。
か
つ

て
は
殿
堂
（
神
殿
）
と
言
い
、
信
仰
心
を
表
す
場
所
で
し
た
。
正

い
ま
す
。
原
田
は
洋
書
の
購
入
を
担
当
し
ま
し
た
。
購
入
し
た

洋
書
の
な
か
に
は
、
一
五
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
ス
テ
フ
ァ
ヌ

ス
版
『
プ
ラ
ト
ン
全
集
』（
請
求
記
号
：131.3-E-1

～
3）
と
い
っ

た
、
大
変
な
貴
重
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
設
立
趣
意
書
」

　
　
　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
一
一
日 

沿
革
史
資
料
№11038

③　

研
究
所
本
館
の
設
計

　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
の
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、
長
野

宇
平
治
（
慶
応
三
年
（
一
八
六
七)

～
昭
和
一
二
年
（
九
三
七)

）

で
す
。
大
倉
と
は
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
知
り
合
い
、
親
交

を
深
め
た
よ
う
で
す
。
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
大
倉
洋
紙
店
本

店
の
新
社
屋
の
設
計
も
、
長
野
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

大
倉
山
記
念
館
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
以
前
に
栄
え
た
ク
レ
タ
・
ミ

ケ
ー
ネ
文
明
に
見
ら
れ
た
建
築
様
式
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
長

野
は
こ
の
建
築
様
式
を
「
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」
と
名
付
け

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
建
築
様
式
を
用
い
た
建
物
は
、
こ
こ
以
外

に
例
が
な
く
、
世
界
で
唯
一
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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等
を
入
れ
る
、
簫
、
ヒ
チ
リ
キ
、
釣
鐘
、
木
魚
等
を
ハ
ー
モ
ナ

イ
ズ
す
る
表
象
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

・
写
真
「
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
の
原
型
」

　
　
　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
一
一
日 

沿
革
史
資
料
№11038

⑤　

も
う
一
つ
の
曼
荼
羅
─
形
式
は
信
念
の
具
象
─　

　

今
回
紹
介
す
る
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
の
他
に
、
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
に
は
曼
荼
羅
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

本
館
正
面
の
庭
に
あ
っ
た
「
地
理
曼
荼
羅
」
で
す
。「
所
内
し
る

べ
」（
沿
革
史
資
料
№1403

）
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

庭
は
日
本
並
び
に
東
洋
の
地
図
を
象
か
た
ど

っ
て
居
り
ま
す
。
敷
地

全
体
九
〇
〇
〇
坪
の
土
地
は
世
界
を
意
味
し
、
建
物
は
個
人

を
表
し
て
居
り
ま
す
。
か
く
し
て
日
本
と
個
人
と
世
界
と
は

三
位
一
体
で
あ
る
意
味
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

大
倉
山
全
体
を
世
界
に
、
建
物
を
人
間
に
見
立
て
、
庭
に
日
本

列
島
の
形
を
作
る
こ
と
で
、
個
人
・
日
本
・
世
界
が
一
体
で
あ
る

こ
と
を
表
現
し
た
の
で
す
。

面
の
演
壇
や
四
隅
の
円
柱
は
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
で
す
。
当

初
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
設
置
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
西
洋
的
な

デ
ザ
イ
ン
が
目
に
つ
き
ま
す
。
し
か
し
上
を
見
上
げ
る
と
、
天
井

は
神
社
建
築
の
形
式
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
天
井
と
円
柱
と

の
間
に
は
、
寺
社
建
築
の
よ
く
観
ら
れ
る
斗と

栱き
ょ
うが
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
全
体
で
「
東
西
文
化
の
融
合
」
の

理
念
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
、
正
面
入
口
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
（
破
風
）
で
す
。

建
物
正
面
に
位
置
す
る
切
妻
屋
根
の
三
角
形
の
部
分
に
は
、
そ
の

建
物
を
象
徴
す
る
彫
刻
な
ど
が
施
さ
れ
ま
す
。
洋
風
の
外
装
を
も

つ
記
念
館
で
は
、
一
枚
の
鏡
の
左
右
を
、
二
羽
の
鳳
凰
が
雲
に
乗

り
綬
を
く
わ
え
て
守
護
し
て
い
る
装
飾
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

鏡
は
正
倉
院
御
物
の
八
稜
鏡
を
模
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
も
理

念
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・「
吉
祥
天
デ
ッ
サ
ン
」 

沿
革
史
資
料
№8218-39-13

製
作
者
の
水
谷
鐡
也
自
筆
の
初
期
の
デ
ザ
イ
ン
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
大
倉
は
「
神
道
、
仏
教
の
楽
器
又
は
儀
式
に
用
ゆ
る
道
具
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《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
地
理
曼
荼
羅
」【
図
１
】 

沿
革
史
資
料
№6759-52

昭
和
一
〇
年
頃
、
本
館
の
塔
屋
か
ら
撮
影
し
た
正
面
の
庭
で
す
。

地
理
曼
荼
羅
は
、
日
本
列
島
の
形
に
芝
を
は
り
、
周
り
に
砂
利

を
敷
き
詰
め
、
松
の
木
を
植
え
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
写
真

で
は
か
た
ち
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
が
、
現
在
は
土
に
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
て
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

二　

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
と
は

①　

曼
荼
羅
（
マ
ン
ダ
ラ
）
と
は　

　

曼
荼
羅
と
は
、
密
教
の
経
典
に
基
づ
い
て
、
諸
尊
の
悟
り
の
世

界
を
一
定
の
幾
何
学
的
パ
タ
ー
ン
で
描
い
た
図
像
で
す
。
輪り
ん

円え
ん

具ぐ

足そ
く

と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
心
の
主
尊
を
諸
仏
・
菩
薩
な

ど
が
円
形
で
取
り
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
ま
す
。

　

日
本
に
曼
荼
羅
を
伝
来
し
た
の
は
、
空
海
で
す
。
大
同
元
年

（
八
〇
六
）
唐
か
ら
帰
国
す
る
際
に
、
胎た
い

蔵ぞ
う

界か
い

と
金こ
ん

剛ご
う

界か
い

の
両
界

曼
荼
羅
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
空
海
は
曼
荼
羅
の
利
用
目
的
を
、

「
密み
つ

蔵ぞ
う

深し
ん

玄げ
ん

に
し
て
翰か
ん

墨ぼ
く

に
載
せ
難
し
、
更
に
図と

画が

を
仮
り
て
悟

ら
ざ
る
に
開か
い

示じ

す
【
密
教
の
教
え
は
、
深
遠
で
玄
妙
な
奥
義
で
あ

る
の
で
文
章
で
伝
え
が
た
い
。
そ
こ
で
図
画
を
用
い
て
、
ま
だ
悟

り
に
達
し
な
い
者
の
眼
を
開
く
の
で
あ
る
】｣（「
御ご

請し
ょ
う

来ら
い

目も
く

録ろ
く｣)

、

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
曼
荼
羅
か
ら
成
る
「
両
界
曼
荼
羅
」
に
は
、
大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

の
説
く
真
理
や
悟
り
の
境
地
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

【図 １ 】　画像の一部を加工して、日本列島
の形を分かりやすくしています。
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そ
の
一
つ
で
あ
る
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」
は
悟
り
の
世
界
を
表
し

て
お
り
、
子
供
が
母
親
の
胎
内
で
育
つ
よ
う
に
、
大
日
如
来
の
慈

悲
に
よ
り
、
人
間
に
内
在
す
る
悟
り
が
生
れ
育
つ
と
し
て
い
ま
す
。

全
体
は
十
二
の
区
画
（
院
）
に
分
け
ら
れ
、
大
日
如
来
を
中
心
に

四
体
の
如
来
と
菩
薩
が
囲
み
、
さ
ら
に
そ
の
外
を
一
六
九
体
の
如

来
や
菩
薩
な
ど
が
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
「
金
剛
界
曼
荼
羅
」
は
智
慧
の
世
界
を
表
し
て
お

り
、
大
日
如
来
の
智
慧
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
堅
固
で
、

揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
大
日
如
来
を
主
尊

と
す
る
九
種
の
曼
荼
羅
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
は
密
教
以
外
で
も
曼
荼
羅
は
作
成
さ
れ
、
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
浄
土
曼
荼
羅
の
一
つ
で
あ
る
当た
い

麻ま

曼
荼
羅
で
す
。

『
観か
ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う』
に
基
づ
い
て
、
中
央
に
阿
弥
陀
仏
如
来
が
座
し
、

周
り
を
菩
薩
や
天
人
た
ち
が
囲
ん
で
舞
楽
を
演
じ
て
い
る
極
楽
浄

土
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
神
々
は
仏
教
の
仏

が
「
仮
に
姿
を
変
え
て
現
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
す
る
思
想
（
本ほ
ん

地ち

垂す
い

迹じ
ゃ
く

説
）
に
基
づ
い
て
、
神
社
の
縁
起
や
霊
験
を
説
明
す
る

た
め
に
、
宮
曼
荼
羅
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」（
鎌
倉
時
代
） 

奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
「Colbase

（https://jpsearch.go.jp/item
/cobas-15492)｣

・「
金
剛
界
曼
荼
羅
」（
鎌
倉
時
代
） 

奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
「Colbase

（https://jpsearch.go.jp/item
/cobas-15493)｣

・「
当
麻
曼
荼
羅
」（
鎌
倉
時
代
） 

奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
「Colbase

（https://jpsearch.go.jp/item
/cobas-15299)｣

・「
春
日
宮
曼
荼
羅
」（
室
町
時
代
） 

奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
「Colbase

（https://jpsearch.go.jp/item
/cobas-14902)｣

②　

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
作
成
経
緯
１　

 

　

絹け
ん

本ぽ
ん

着ち
ゃ
く

色し
ょ
く

肖し
ょ
う

像ぞ
う

画が

の
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」
は
、
大

倉
精
神
文
化
研
究
所
の
創
立
者
・
大
倉
邦
彦
の
創
案
に
拠
っ
て
、

研
究
所
本
館
（
現 

横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
）
の
建
設
工
事
と
並

行
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
所
開
設
後
は
、
研
究
所
本
館
の

応
接
室
（
現 

第
五
集
会
室
）
の
東
壁
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
倉
は
曼
荼
羅
に
描
く
人
物
の
選
定
を
、
藤ふ
じ

原わ
ら

猶ゆ
う

雪せ
つ

を
介
し
て
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・
写
真
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
前
で
話
す
大
倉
邦
彦
」

　
　
　

年
月
不
明
（
戦
後
） 

沿
革
史
資
料
№6873-100

・
写
真
「
辻
善
之
助
」

 

（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
五
二
年
一
一
月
一
二
日
号
）
よ
り

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七)

～
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五)

。
東

京
帝
国
大
学
教
授
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
初
代
所
長
な

ど
を
務
め
ま
し
た
。
堅
固
な
実
証
主
義
的
研
究
で
日
本
仏
教
史

に
大
き
な
業
績
を
残
す
と
と
も
に
、
史
料
の
編
纂
事
業
に
尽
力

し
ま
し
た
。

・
写
真
「
藤
原
猶
雪
」

『（
写
真
）
卒
業
記
念
・
東
洋
大
学　

一
五
年
三
月
』
沿
革
史
資
料
№6857

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一)

～
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八)

。
史

料
編
纂
官
補
、
東
洋
大
学
一
五
代
学
長
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
も
あ
り
、
親
鸞
や
真
宗
に
関
す
る
研
究

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
か
ら
三
年

間
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
研
究
嘱
託
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
大
倉
邦
彦
宛
藤
原
猶
雪
書
翰
、（
昭
和
五
ヵ
）
年
六
月
一
一
日
付

 

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵

辻つ
じ

善ぜ
ん

之の

助す
け

に
依
頼
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
神
儒
仏
三
方
面
」
か
ら
、

聖
徳
太
子
を
は
じ
め
と
す
る
「
十
哲
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
応
接
室
（
現	
第
五
集
会
室)

」

　
　
　

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
頃 

沿
革
史
資
料
№11616

・
写
真
「
第
一
一
回
大
倉
山
中
等
修
養
会
」【
図
２
】

　
　
　

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月 

沿
革
史
資
料
№6762-226

【図 ２ 】



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
六
輯
　
令
和
二
年
三
月

378

・
大
倉
邦
彦
宛
井
村
方
外
書
翰
、
昭
和
五
年
六
月
七
日
付

 

沿
革
史
資
料
№38898

大
倉
の
創
案
を
受
け
て
方
外
が
、「
古
蔓
荼
羅
様
式
」
と
い
う

構
図
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
下
線
部
）。
ま
た
「
画
像
模
写
に

出
掛
け
」
た
い
と
あ
る
よ
う
に
、
方
外
が
い
く
つ
も
の
肖
像
画

や
彫
刻
な
ど
を
調
べ
た
上
で
描
画
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
も
わ
か

り
ま
す
。

　
（
翻
刻
文
）

拝
啓　

御
尊
堂
益
々
御
清
祥
奉
敬
賀
候
。
先
般
は
御
多
用
中
相

伺
ひ
種
々
御
厚
情
に
接
し
有
か
た
く
御
礼
申
上
候
。
扨
て
其
後

小
生
用
命
の
図
面
方
研
究
仕
り
、
作
図
に
没
頭
罷
在
候
。
先
月

は
旧
都
に
遊
ひ
画
想
を
練
り
申
候
。
只
画
像
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
宗
教
的
芸
術
と
し
て
の
力
を
種
々
の
方
面
よ
り
発
揮
致
し

度
、
装
飾
等
の
点
も
苦
心
仕
り
、
小
生
の
頭
脳
の
及
ぶ
限
り
を

尽
く
し
て
一
創
作
を
作
り
だ
さ
ん
も
の
と
意
気
込
致
し
、
今
日

迄
に
想
に
浮
び
居
り
候
構
図
者
、
中
央
に
太
子
、
上
段
を
四
天

王
、
左
右
を
高
僧
に
て
、
之
を
古
色
裂
を
以
て
し
き
り
、
之
に

文
字
を
入
れ
、
古
蔓
荼
羅
様
式
に
な
す
工
風
に
御
座
候
。
之
は

こ
こ
か
ら
、
①
選
定
作
業
は
辻
善
之
助
を
中
心
と
す
る
メ
ン

バ
ー
で
行
わ
れ
、
②
神
道
・
儒
教
・
仏
教
の
三
つ
の
分
野
か
ら

代
表
的
な
人
物
一
〇
名
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
、
が
わ
か
り
ま
す
。

　
（
翻
刻
文
）

拝
啓　

昨
日
は
失
礼
仕
り
申
上
候
。
却
説
そ
の
節
御
話
し
有
之

候
壁
画
の
人
物
、
本
日
辻
博
士
を
中
心
と
し
て
評
議
の
結
果
、

別
帋
の
如
く
神
儒
仏
三
方
面
よ
り
最
も
公
正
な
る
見
地
に
基
き

十
哲
を
撰
定
い
た
し
申
候
。
貴
覧
に
供
し
候
。
御
高
見
を
差
加

へ
の
上
御
決
定
遊
さ
れ
度
し
。
匆
々
敬
具

　
　
　

六
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
猶
雪

　
　

大
倉
様
御
侍
史

③ 

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
作
成
経
緯
２　

 

　

大
倉
邦
彦
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
四
月
頃
、
宗
教
画
家
・

井
村
方
外
に
描
画
を
依
頼
し
ま
す
。
方
外
は
京
都
や
奈
良
な
ど
の

古
寺
を
回
っ
て
、
各
種
の
曼
荼
羅
や
「
十
哲
」
の
肖
像
画
を
見

学
・
模
写
し
、
作
品
の
構
想
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

　
《
展
示
資
料
》
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前
記
の
書
翰
に
も
「
小
生
の
頭
脳
の
及
ぶ
限
り
を
尽
く
し
て
一

創
作
を
作
り
だ
さ
ん
も
の
と
意
気
」
と
あ
る
よ
う
に
、
方
外
は

相
当
な
熱
意
を
注
い
で
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
（
翻
刻
文
）

拝
啓　

毎
々
失
礼
御
免
被
下
度
候
。
扨
て
小
生
古
都
旅
行
よ
り

帰
宅
仕
候
間
、
近
々
太
尾
御
建
築
拝
見
に
参
上
仕
候
。
小
生
理

想
古
雅
色
十
分
に
て
新
創
味
も
多
分
に
て
慶
喜
仕
候
。
尚
作
品

掛
場
所
等
等
も
拝
見
、
い
よ
〳
〵
感
想
を
深
か
め
、
重
き
責
任

を
益
々
双
肩
に
逼
ま
り
、
一
層
の
努
力
、
更
に
色
彩
の
苦
心
、

描
法
の
変
化
、
下
図
に
於
て
種
々
に
苦
心
之
精
錬
可
仕
候
。
そ

極
彩
色
の
力
に
よ
り
光
々
し
き
も
の
と
致
し
度
く
、
ま
た
太
子

宮
を
水
墨
の
森
々
と
し
て
神
々
し
き
趣
を
筆
致
の
妙
味
に
よ
り

表
現
し
、
装
飾
を
白
木
御
殿
の
感
じ
を
出
し
度
と
、
種
々
苦
心

罷
在
候
。
此
両
方
面
よ
り
此
事
業
を
完
成
せ
ん
も
の
と
企
て
居

候
。
今
日
日
本
仏
教
芸
術
の
力
を
い
か
ほ
と
ま
て
に
表
現
し
得

ら
る
ゝ
や
、
凡
骨
を
尽
く
し
て
努
力
可
仕
候
。
尚
乍
早
速
御
願

ひ
申
上
度
候
件
者
七
名
高
僧
の
お
名
前
を
至
急
御
一
報
被
下
、

ま
た
大
学
史
料
へ
画
像
模
写
に
出
掛
け
度
候
間
其
御
手
続
き
被

下
度
。
乍
御
手
数
御
願
ひ
申
上
候
。
右
二
件
甚
御
面
倒
に
候
へ

共
、
宜
敷
御
願
申
上
候
。
大
和
当
麻
寺
の
中
将
姫
蓮
糸
曼
荼
羅

な
と
は
二
間
四
方
も
有
之
、
当
時
は
有
名
な
る
も
の
な
り
し
な

ら
ん
と
存
せ
ら
れ
候
。
銀
閣
寺
側
無
庵
氏
工
案
の
大
神
宮
白
木

造
り
の
感
じ
も
多
少
小
生
の
参
考
と
存
居
候
。
先
は
不
取
敢
右

御
願
ひ
迄
。
早
々

　
　
　

六
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
外
拝

　
　

大
倉
大
人
御
人
々

・
大
倉
邦
彦
宛
井
村
方
外
葉
書
、
昭
和
五
年
一
二
月
一
八
日
付

　
　
　
【
図
３
】 

沿
革
史
資
料
№9060

【図 ３ 】
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地
宇
宙
の
真
理
を
言
う
の
で
す
。
そ
れ
を
描
い
た
、
そ
れ
を

示
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
の
上
に
出
来
た
人
間
が
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
こ
れ
は
大
宇
宙
の
真
理
そ
の
も
の
が
支
配
す
る
、
結

局
こ
れ
は
生
か
さ
れ
て
い
る
人
間
で
あ
っ
て
、
生
き
て
る
人

間
じ
ゃ
な
い
の
で
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」【
図
４
】 

沿
革
史
資
料N

o.11032

曼
荼
羅
の
四
隅
に
は
四
天
王
（
北
方
の
毘
沙
門
天
〔
多
聞
天
〕、

東
方
の
持
国
天
、
南
方
の
増
長
天
、
西
方
の
広
目
天
）
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
四
天
王
と
は
仏
教
の
守
護
神
で
、
世
界
の
中
心

に
あ
る
と
い
う
須し
ゅ

弥み

山せ
ん

の
中
腹
で
、
仏
法
あ
る
い
は
信
仰
者
を

外
敵
か
ら
守
る
役
目
を
果
た
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

「
人
間
は
心
の
中
に
敵
が
生
れ
る
」
と
い
う
大
倉
の
考
え
か
ら
、

こ
の
曼
荼
羅
で
は
、
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
て
武
器
を
持
つ
四
天

王
は
、
内
側
を
向
い
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
四
天
王
は
そ
れ
ぞ
れ
守
護
す
る
方
角
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
方
外
は
、
こ
の
曼
荼
羅
が
応
接
室
の
東
壁
に
掲
げ
ら
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
四
天
王
の
配
置
を
決
め
た
と
推
測
さ
れ
ま

の
後
古
芸
術
等
に
も
接
し
、
日
夜
此
製
造
上
に
没
頭
罷
在
候
間
、

必
建
築
を
生
か
し
後
代
に
伝
ふ
べ
き
作
を
出
し
可
申
覚
悟
に
御

座
候
。
先
は
御
伺
其
迄
。
早
々

　

④　

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
に
み
る
理
念　

 

　

大
倉
邦
彦
は
、
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
を
通
し
て
、
二
つ
の
事

を
表
現
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

第
一
に
「
日
本
人
の
思
想
・
心
」
で
す
。「
所
内
し
る
べ
」
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
曼
荼
羅
は
大
小
の
円え
ん

座ざ

を
日
輪
月
輪
に
象
か
た
ど

っ
て
、
惟
か
ん
な
が
ら神

の
道
、
即
ち
日
本
固
有
文
化
の
基
礎
を
さ
し
示
し
、
そ
の
上

に
神
儒
仏
道
を
体
現
せ
る
偉
人
を
配
し
て
日
本
精
神
文
化
の

弥い
や

栄さ
か

を
あ
ら
は
し
、
加
ふ
る
に
四
天
王
の
守
護
あ
る
を
憶
念

せ
し
む
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
「
人
間
は
大
宇
宙
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
で

す
（「
研
究
所
案
内
（
大
倉
邦
彦
）」
沿
革
史
資
料
№6734

）。

（
真
ん
中
の
）
こ
の
丸
い
大
き
な
も
の
が
お
天
道
様
と
、
ま
ぁ

ち
ょ
っ
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
真
ん
中
が
お
月
様
で
す
。
天
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す
。
し
か
し
今
は
、
附
属
図
書
館
の
閲
覧
室
の
西
壁
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
た
め
、
配
置
と
方
角
は
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑤　

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
「
十
哲
」 

（
１
）
日
本
仏
教
の
創
設
者
・
聖
徳
太
子

　

聖
徳
太
子
（
敏び

達た
つ

天
皇
三
年
（
五
七
四
）～
推す
い

古こ

天
皇
三
〇
年

（
六
二
二
））
は
仏
法
興
隆
の
詔
を
発
す
る
な
ど
、
当
時
ま
だ
一
部

で
し
か
信
仰
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
仏
教
を
政
治
の
基
調
と
し
ま
し

た
。
大
倉
邦
彦
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
太
子
が
日
本
の
仏
教
の
創
設
者
と
で
も
い
い
ま
す
か
、

一
三
〇
〇
年
前
の
時
代
の
仏
教
を
先
ず
、
日
本
の
思
想
に
入

れ
た
わ
け
で
す
。（「
研
究
所
案
内
（
大
倉
邦
彦)

」）

　

太
子
は
高
句
麗
の
僧
・
恵
慈
か
ら
仏
教
を
学
び
、
注
釈
書
『
法

華
義
疏
』『
勝
鬘
経
義
疏
』『
維
摩
経
義
疏
』（
三
経
義
疏
）
を
著
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
従
来
の
注
釈
を
批
判
し
て
独

自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
ま
す
。

【図 ４ 】　左の人名入りの配置図は、当研究所が作成した。
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伝で
ん

教ぎ
ょ
う

大だ
い

師し

（
最
澄
）
は
聖
徳
太
子
の
、
自
分
が
伝
統
を
継

い
で
い
く
ん
だ
と
、
聖
徳
太
子
の
言
わ
れ
た
こ
と
を
私
は
実

行
す
る
よ
う
に
生
ま
れ
た
つ
も
り
だ
と
い
う
よ
う
な
思
想
で
、

京
都
の
比
叡
山
に
根こ
ん

本ぽ
ん

中ち
ゅ
う

堂ど
う

を
建
て
て
、
そ
し
て
仏
教
を

広
め
て
い
か
れ
た
。

《
展
示
資
料
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
大
倉
邦
彦
書
「
照
一
隅
」【
図
６
】

　
　
　

 

　

沿
革
史
資
料
№11116

最
澄
の
著
書
『
山さ
ん

家げ

学が
く

生し
ょ
う

式し
き

』
の
一
節
。

「
一い
ち

隅ぐ
う

を
照
す
、
此
れ
則
ち
国
宝
な
り
。

【
社
会
の
一
隅
に
居
な
が
ら
社
会
を
照

ら
す
、
そ
の
人
こ
そ
が
国
の
宝
で
あ

る
。】」。
大
倉
は
、
昭
和
四
五
年
（
一

九
七
〇
）
に
日
本
能
率
協
会
の
中
に
作

ら
れ
た
組
織
を
、
こ
の
一
節
か
ら
「
一

隅
会
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
書
「
以
和
為
貴
」【
図
５
】

 

沿
革
史
資
料
№11126

　

憲
法
十
七
条
の
第
一
条
冒
頭
の
こ
と
ば
。

　
「
和
を
以
っ
て
貴た
っ
とし
と
為
す
」。

（
２
）
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄

　

最
澄
（
神じ
ん

護ご

景け
い
う
ん雲
元
年
（
七
六
七
）～
弘こ
う

仁に
ん

一
三
年
（
八
二
二
））
は
一
二
歳
で
出
家
し
、

桓
武
天
皇
よ
り
入に
っ

唐と
う

求ぐ

法ほ
う

の
還げ
ん

学が
く

生し
ょ
うに
選
ば

れ
、
延
暦
二
三
年
（
八
〇
四
）
遣
唐
使
船
で

入
唐
し
ま
し
た
。
中
国
で
の
修
行
を
通
じ
て
、

「
す
べ
て
の
人
が
仏
に
成
れ
る
」
と
い
う
法
華
経
の
教
え
に
基
づ
き
、

大
陸
の
天
台
宗
に
禅
・
密
教
を
総
合
し
た
、
日
本
独
自
の
天
台
教

学
を
確
立
し
、
の
ち
に
比
叡
山
に
延
暦
寺
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
多
く
の
僧
侶
た
ち
が
こ
こ
で
学
び
、
様
々
な
仏
教
諸
派
が
誕

生
し
ま
し
た
。
大
倉
邦
彦
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
（「
研

究
所
案
内
（
大
倉
邦
彦)

」）。

【図 ５ 】

【図 ６ 】
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（
４
）
日
本
臨
済
宗
の
開
祖
・
栄
西

　

栄
西
（
永え
い

治じ

元
年
（
一
一
四
一
）～
建け
ん

保ぽ
う

三
年
（
一
二
一
五
））

は
、
比
叡
山
で
天
台
教
学
と
密
教
を
学
び
、
そ
の
後
宋
へ
二
度
渡

り
ま
す
。
二
回
目
の
入
宋
の
時
、
虚き

庵あ
ん

懐え

敞じ
ょ
うに
師
事
し
て
臨
済
宗

黄お
う

龍り
ゅ
う

派
の
禅
を
修
行
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
福
岡
の
聖
し
ょ
う

福ふ
く

寺じ

や

京
都
の
建け
ん

仁に
ん

寺じ

、
鎌
倉
の
寿じ
ゅ

福ふ
く

寺じ

な
ど
を
開
創
し
て
臨
済
禅
を
発

展
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
か
ら
茶
種
を
持
ち
帰
り
栽
培
し
、

喫き
っ
さ茶
の
普
及
と
奨
励
に
努
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

栄
西
と
い
う
の
は
禅
宗
の
先
祖
で
す
。
禅
宗
を
始
め
た
と
言

う
て
い
い
。
日
本
に
禅
宗
と
し
て
。
で
、
こ
の
人
は
た
だ
支

那
の
禅
宗
を
学
ん
で
き
た
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
日
本
へ

来
ま
す
と
『
興こ
う

禅ぜ
ん

護ご

国こ
く

論ろ
ん

』
と
い
う
も
の
を
書
い
て
い
る
。

『
興
禅
護
国
論
』
と
い
う
、
禅
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
国
を

完
全
に
活
か
し
て
い
く
と
い
う
、
国
と
宗
教
と
い
う
も
の
が
、

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。（「
研
究
所
案
内
（
大
倉
邦
彦
）」）

　

臨
済
宗
で
は
、
坐
禅
に
打
ち
こ
み
、
師
か
ら
示
さ
れ
る
公こ
う

案あ
ん

（
設
問
）
を
解
く
た
め
必
死
に
努
力
す
る
な
か
か
ら
悟
り
が
ひ
ら

け
る
と
説
か
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
自
力
と
克
己
を
尊
ぶ
栄
西
の
教

（
３
）
真
言
宗
の
開
祖
・
空
海

　

空
海
（
宝ほ
う

亀き

五
年
（
七
七
四
）～
承
じ
ょ
う

和わ

二
年
（
八
三
五
））
は
、

延
暦
二
三
年
に
入
唐
し
て
、
清せ
い

竜り
ゅ
う

寺
の
恵け
い

果か

に
密
教
を
学
び
ま
す
。

帰
国
後
、
高
野
山
に
金こ
ん

剛ご
う

峰ぶ

寺じ

を
開
き
、
嵯さ

が峨
天
皇
か
ら
京
都
の

教き
ょ
う

王お
う

護ご

国こ
く

寺じ

（
東と
う

寺じ

）
を
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
綜し
ゅ

芸げ
い

種し
ゅ

智ち

院い
ん

を
開
い
て
庶
民
教
育
に
尽
力
し
、
諸
国
を
行
脚
し
て
社
会
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
死
後
、
弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

の
諡
号
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
真
言
宗
で
は
、
手
に
印い
ん

契げ
い

を
結
ん
だ

り
、
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）
を
唱
え
た
り
な
ど
、
様
々
な
行
を
通
じ

て
悟
り
を
ひ
ら
い
て
、
現
実
世
界
の
こ
の
身
の
ま
ま
で
仏
に
な
れ

る
（
即そ
く

身し
ん

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

）、
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
空
海
筆
「
金
剛
般
若
経
（
開
題
残
巻
）」　

奈
良
国
立
博
物
館
所

蔵出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
「Colbase

（https://jpsearch.go.jp/item
/cobas-14987

）」

空
海
は
、
詩
文
や
書
道
に
も
才
能
を
発
揮
し
、
嵯
峨
天
皇
や

橘た
ち
ば
な
の
は
や
な
り

逸
勢
と
と
も
に
三
筆
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
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『
正
し
ょ
う

法ぼ
う

眼げ
ん

蔵ぞ
う

』
な
ど
を
著
し
、
京
都
の
興こ
う

聖し
ょ
う

寺じ

、
福
井
の
永え
い

平へ
い

寺じ

な
ど
を
開
創
し
ま
し
た
。

　

名
誉
や
利
益
を
求
め
る
心
（
名
み
ょ
う

利り

の
念
）
こ
そ
が
修
行
の
妨
げ

で
あ
る
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
坐
禅
に
徹
す
る
こ
と
（
只し

管か
ん

打た

坐ざ

）

に
よ
り
悟
り
を
ひ
ら
く
よ
う
説
き
ま
し
た
。
厳
し
い
規
律
の
も
と

で
坐
禅
修
行
を
続
け
、
多
く
の
弟
子
の
養
成
に
努
め
ま
し
た
。
道

元
の
教
え
は
、
主
に
地
方
の
土
豪
や
農
民
に
広
ま
り
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
書
「
以
絆
為
道
心
」【
図
８
】 

沿
革
史
資
料
№11311

道
元
著
『
典て
ん

座ぞ

教き
ょ
う

訓く
ん

』
の
一
節
。
典
座
と
は
禅
宗
寺
院
で
食

事
を
司
る
役
職
。
全
文
は
「
典
座
は
絆ば
ん

を
以も
っ

て
道ど
う

心し
ん

と
為な

す
」

（
典
座
は
襷た
す
きが
け
で
奉
仕
す
る
こ
と
で
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る

心
と
す
る
の
で
あ
る
）。
日
常
生
活
そ
の
も
の
が
、
仏
性
を
活

性
化
さ
せ
る
修
行
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
な
お
、「
三
空
」

は
大
倉
の
号
で
す
。

え
は
、
武
士
の
気
性
に
適
合
し
て
支
持
を

集
め
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
書
「
随
處
作
主
」【
図
７
】

沿
革
史
資
料
№11119

臨
済
宗
の
開
祖
・
義ぎ

玄げ
ん

の
言
葉
。「
随ず
い

処し
ょ

に
主し
ゅ

と
作な

れ
ば
、
立り
っ

処し
ょ

皆み
な

な
真し
ん

な
り
」。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
主
体
者
と
な
れ
ば
、

真
実
の
道
に
通
じ
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。

大
倉
の
座
右
の
銘
の
一
つ
で
、
揮
毫
し
た

書
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

（
５
）
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
・
道
元

　

道
元
（
正
し
ょ
う

治じ

二
年
（
一
二
〇
〇
）～
建け
ん

長ち
ょ
う

五
年
（
一
二
五
三
））

は
、
公
家
の
久こ

我が

家
に
生
ま
れ
、
母
親
の
死
を
機
に
出
家
、
は
じ

め
比
叡
山
で
天
台
教
学
を
学
び
、
の
ち
に
栄
西
の
弟
子
・
明
み
ょ
う

全ぜ
ん

に

師
事
し
、
と
も
に
宋
へ
渡
り
ま
し
た
。
天
童
寺
の
如に
ょ

浄じ
ょ
うの
許
で
坐

禅
修
行
に
励
み
、
曹
洞
宗
の
教
え
を
受
け
ま
し
た
。
帰
国
後
は

【図 ７ 】　

【図 ８ 】
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ま
し
た
。
法
然
が
流
罪
に
処
さ
れ
た
際
に
は
越
後
（
現 

新
潟
県
）

に
流
さ
れ
、
赦
さ
れ
た
後
も
三
〇
年
近
く
東
日
本
に
と
ど
ま
っ
て

布
教
に
努
め
ま
し
た
。

　

親
鸞
は
、
法
然
の
教
え
を
継
承
発
展
さ
せ
、
す
べ
て
の
人
を
救

う
こ
と
は
仏
が
約
束
し
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
（
弥み

陀だ

の
本ほ
ん

願が
ん

）、

自
己
の
罪
業
の
深
く
知
る
人
こ
そ
が
救
い
の
対
象
で
あ
る
（
悪あ
く

人に
ん

正し
ょ
う

機き

）、
と
説
き
ま
し
た
。
ま
た
、
往
生
す
る
に
は
何
の
条
件
も

い
ら
な
い
と
し
て
、
戒か
い

律り
つ

で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
肉に
く

食じ
き

妻さ
い

帯た
い

を
実
行

し
ま
し
た
。

浄
土
宗
の
系
統
は
、
こ
れ
が
法
然
上
人
で
、
や
っ
ぱ
り
比
叡

山
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
法
然
上
人
が
、
日
本
で
は
浄
土
宗
の

系
統
、
真
宗
の
系
統
で
、
浄
土
宗
は
真
宗
と
同
じ
系
統
と
し

て
あ
る
ん
で
す
。
で
、
浄
土
宗
の
系
統
と
し
て
親
鸞
上
人
、

そ
う
す
る
と
こ
れ
が
浄
土
系
統
と
な
る
の
で
す
。（「
研
究
所

案
内
（
大
倉
邦
彦
）」）

（
８
）
法
華
宗
（
日
蓮
宗
）
の
開
祖
・
日
蓮

　

日
蓮
（
貞
じ
ょ
う

応お
う

元
年
（
一
二
二
二
）～
弘こ
う

安あ
ん

五
年
（
一
二
八
二
））

（
６
）
浄
土
宗
の
開
祖
・
法
然

　

法
然
（
長
ち
ょ
う

承し
ょ
う

二
年
（
一
一
三
三
）～
建け
ん

暦り
ゃ
く

二
年
（
一
二
一
二
））

は
、
九
歳
の
時
に
父
親
が
非
業
の
死
を
と
げ
、
こ
れ
を
機
に
仏
道

に
入
り
比
叡
山
延
暦
寺
で
天
台
教
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
国
の
僧
善ぜ
ん

導ど
う

の
『
観か
ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

疏そ

』
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で

の
浄
土
信
仰
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
ひ
た
す
ら
に
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

と
称
え
る
こ
と
で
（
専せ
ん

修し
ゅ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

）、
誰
で
も
必
ず
往
生
で
き
る

（
称
し
ょ
う

名み
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
う）
と
説
き
、
そ
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
教
え

は
貴
賤
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人
び
と
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
既
存
の
他
宗
派
か
ら
圧
迫
を
受
け
て
讃
岐
に
流
さ
れ
、

四
年
後
に
入
京
を
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
亡
く
な
り
ま
し

た
。

（
７
）
浄
土
真
宗
の
開
祖
・
親
鸞

　

親
鸞
（
承
し
ょ
う

安あ
ん

三
年
（
一
一
七
三
）～
弘こ
う

長ち
ょ
う

二
年
（
一
二
六
二
））

は
、
出
家
し
比
叡
山
延
暦
寺
で
約
二
〇
年
間
修
行
に
励
み
ま
し
た

が
、
行
き
詰
ま
り
下
山
し
ま
す
。
そ
し
て
夢
に
現
れ
た
聖
徳
太
子

の
お
告
げ
に
よ
っ
て
法
然
と
出
会
い
、
専
修
念
仏
の
教
え
を
学
び
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し
か
し
四
ヶ
月
で
破
綻
）
の
際
に
は
、
准
じ
ゅ
ん

后ご
う

に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

北
畠
は
、
北
朝
と
の
戦
い
の
合
間
に
『
神じ
ん

皇の
う

正し
ょ
う

統と
う

記き

』
を
執

筆
し
、
神
代
よ
り
後
村
上
天
皇
ま
で
の
わ
が
国
の
歴
史
を
、
天
皇

を
中
心
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
歴
史
を
通

じ
て
皇
位
が
正
し
い
道
理
に
基
づ
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

説
き
、
南
朝
の
正
統
性
を
主
張
し
ま
し
た
。
同
書
は
史
論
書
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
ま
し
た
。

　（
10
）
儒
教
・
菅
原
道
真

　

菅
原
家
は
代
々
学
問
を
以
っ
て
朝
廷
に
仕
え
て
お
り
、
菅
原
道

真
（
承
じ
ょ
う

和わ

一
二
年
（
八
四
五
）～
延え
ん

喜ぎ

三
年
（
九
〇
三
））
も
文も
ん

章じ
ょ
う

博
士
と
な
り
宇
多
天
皇
の
信
任
を
得
ま
し
た
。
寛か
ん

平ぴ
ょ
う

六
年

（
八
九
四
）
に
遣
唐
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
道
真
の
建
議

で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
醍
醐
天
皇
の
時
代
に
は
右
大
臣
に
任

ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、
左
大
臣
藤ふ
じ
わ
ら
の原
時と
き

平ひ
ら

の
讒
言
で
太
宰
府
に
左

遷
さ
れ
、
そ
の
地
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

死
後
、
都
で
異
変
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
怨
霊
と
し
て
祀
ら
れ

は
、
安あ

房わ

（
現 

千
葉
県
）
の
漁
村
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
天
台
宗

を
学
び
、
つ
い
で
鎌
倉
や
比
叡
山
な
ど
へ
赴
き
諸
宗
派
の
教
学
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
経
典
の
中
で
、「
妙
み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経
き
ょ
う

（
法
華
経
）」
こ
そ
が
仏
陀
の
真
意
を
伝
え
る
経
典
で
あ
る
と
確
信

し
て
開
宗
を
宣
言
し
、
専
ら
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
唱

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
唱
し
ょ
う

題だ
い

）、
と
説
き
ま
し
た
。

　

辻つ
じ

説せ
っ

法ぽ
う

を
行
い
、『
立り
っ

正し
ょ
う

安あ
ん

国こ
く

論ろ
ん

』
を
著
す
な
ど
し
て
布
教
に

努
め
、
そ
の
教
え
は
関
東
や
北
国
の
武
士
・
商
人
ら
に
広
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
他
宗
派
と
鎌
倉
幕
府
を
厳
し
く
批
判
し
た
た
め
、

佐さ

渡ど

へ
流
さ
れ
ま
し
た
。
赦
免
後
は
身み

延の
ぶ

山さ
ん

久く

遠お
ん

寺じ

や
池い
け

上が
み

本ほ
ん

門も
ん

寺じ

な
ど
を
開
き
ま
し
た
。

（
９
）
神
道
・
北
畠
親
房

　

北
畠
親
房
（
正
し
ょ
う

応お
う

六
年
（
一
二
九
三
）～
正
し
ょ
う

平へ
い

九
年
／
文ぶ
ん

和わ

三

年
（
一
三
五
四
））
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の
公

卿
か
つ
武
士
で
す
。
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
が
吉
野
に
行あ
ん

宮ぐ
う

を
お
く
と
、
常

陸
（
現 

茨
城
県
）
小
田
城
を
拠
点
に
南
朝
勢
力
の
維
持
に
努
め

ま
し
た
。
正
し
ょ
う

平へ
い

一い
っ

統と
う

（
足
利
尊
氏
が
降
伏
し
南
北
朝
合
一
が
成
立
、
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腸
を
断
つ 

恩
賜
の
御
衣
は
今
此
に
在
り 

捧
げ
持
ち
て
日
毎

に
余
香
を
拝
す

ま
し
た
が
、
道
真
が
『
菅か
ん

家け

文ぶ
ん

草そ
う

』
な
ど
の
詩
文
集
を
遺
す
な
ど
、

漢
文
や
漢
詩
に
よ
く
通
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
の
ち
に
学
問
・
書

道
の
神
と
す
る
信
仰
（
天
神
信
仰
）
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
未
だ
曾か
つ

て
邪
は
正
に
勝
た
ず
」（『
菅か
ん

家け

後こ
う

集し
ゅ
う』）
な
ど

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
真
は｢

誠｣

を
象
徴
す
る
人
物
と
し
て
も

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

支
那
の
学
問
を
し
な
が
ら
、
菅
原
道
真
は
考
え
た
ん
で
す
。

（
中
略
）
日
本
で
は
（
中
略
）
自
分
の
物
欲
や
勢
力
欲
で
政

治
を
し
て
ゆ
く
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
勝
ち
負
け
の
問
題

で
な
く
、
徳
を
持
っ
て
治
め
て
ゆ
く
。
徳
と
は
何
か
と
い
う

と
、
天
地
宇
宙
の
真
理
、
そ
う
い
う
事
を
考
え
た
の
で
す
。

（「
研
究
所
案
内
（
大
倉
邦
彦
）」）

《
展
示
資
料
》

・
井
村
方
外
画
「
菅
公
図
」【
図
９
】 

沿
革
史
資
料
№12360

大
宰
府
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
が
、
一
年
前
の
菊
の
宴
で
醍
醐

天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
衣
を
見
て
、
涙
を
流
す
場
面
で
す
。
こ

れ
は
道
真
の
次
の
漢
詩
に
取
材
し
て
い
ま
す
。

去
に
し
年
の
今
夜
清
涼
に
待
り
き 

秋
の
思
ひ
の
詩
篇 

独
り

【図 ９ 】
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出
身
の
野
尻
く
に
と
結
婚
し
、
三
人
の
子
供
を
も
う
け
て
い
ま
す
。

彼
女
も
日
本
画
家
の
荒あ
ら

木き

寛か
ん

畝ぽ

・
十じ
っ

畝ぽ

に
師
事
し
、「
一
芳
」
の

号
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

く
に
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
三
月
、
東
京
女
子
高
等
師

範
学
校
（
現 

お
茶
の
水
女
子
大
学
）
技
藝
科
を
卒
業
し
、
附
属

幼
稚
園
の
保
母
、
附
属
高
等
女
学
校
の
教
員
、
東
京
市
視
学
な
ど

を
務
め
、
女
子
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
九
月
一
五
日
、
四
六
歳
で
病
死
し
ま
す
。

　

葬
式
や
墓
地
な
ど
の
供
養
は
一
切
不
要
と
遺
言
し
て
お
り
、
井

三　

宗
教
画
家
・
井
村
方
外

①　

井
村
方
外
と
妻
く
に
の
経
歴　

　

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
を
描
い
た
井い

村む
ら

方ほ
う

外が
い

は
、
明
治
一
二
年

（
一
八
七
九
）、
現
在
の
三
重
県
伊
勢
市
船
江
に
生
れ
ま
し
た
。
本

名
は
忠
吉
。
四
条
派
の
流
れ
を
汲
む
日
本
画
家
で
、
宗
教
画
を
多

く
製
作
し
ま
し
た
。
し
か
し
終
戦
間
近
の
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四

五
）
の
東
京
大
空
襲
で
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
焼
失
し
て
お
り
、

現
存
す
る
作
品
は
極
め
て
希
少
で
す
。

　

禅
や
古
武
道
に
も
造
詣
深
く
、「
剣
禅
画
一
致
」
を
提
唱
し
、

東
京
の
目め
じ
ろ
あ
が
り

白
上
屋や

敷し
き

（
現 

西
池
袋
二
丁
目
付
近
）
に
「
念
仏
道

場
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
作
品
を
作
る
と
と
も
に
、
柔

道
・
剣
法
・
居
合
術
・
詩
吟
・
剣
舞
な
ど
の
修
行
に
励
み
ま
し
た
。

ま
た
、
附
近
の
青
少
年
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
二
四
日
、
東
京
都
府
中
に
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
享
年
六
七
。

　

一
方
、
私
生
活
で
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
頃
、
静
岡
県

【図１0】　井村方外
（沿革史資料№８２１３-0２）
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は
、
円
山
四
条
派
の
画
風
に
西
洋
画
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
独

自
の
画
風
を
確
立
し
、
竹た
け

内う
ち

栖せ
い

鳳ほ
う

と
と
も
に
京
都
画
壇
の
重
鎮
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

方
外
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
九
月
、
春
擧
が
主
宰
す
る

画
塾
「
早
苗
会
」
に
入
塾
し
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
山
元
春
擧
画
「
宗
達
磨
画
稿
」【
図
⓫
】 

沿
革
史
資
料
№12681

春
擧
が
描
い
た
「
菩
提
達
磨
の
図
」
で
、
鷲
尾
順
敬
の
題
字
と

方
外
が
記
し
た
由
来
書
と
と
も
に
、
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
方
外
は
入
門
後
の
あ
る
日
、
春
擧
に
「
宗
教
画
」
を
志

す
こ
と
を
告
げ
、
教
え
を
乞
い
ま
す
。
す
る
と
春
擧
は
賛
成
し

て
「
咄
嗟
に
自
ら
筆
を
執
り
」
お
手
本
を
書
い
て
方
外
に
与
え

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
画
稿
で
す
。

　

村
家
に
は
方
外
が
く
に
の
供
養
の
た
め
に
彫
っ
た
仏
像
が
、
い
ま

も
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②　

井
村
方
外
の
画
系　

　

方
外
は
、
三
人
の
画
家
に
教
え
を
乞
い
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
１
）
磯い
そ

部べ

百ひ
ゃ
く

鱗り
ん

　

方
外
が
最
初
に
師
事
し
た
日
本
画
家
で
す
。
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
伊
勢
神
宮
の
御お
ん

師し

の
家
に
生
れ
、
神
宮
に
奉
仕
す

る
傍
ら
、
四
条
派
の
流
麗
な
画
風
を
学
び
ま
し
た
。
様
々
な
展
覧

会
に
出
品
し
、
た
び
た
び
入
賞
し
て
い
ま
す
。
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
四
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

門
人
た
ち
は
「
花
水
社
」
を
結
び
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、

伊
勢
市
の
牛
谷
坂
に
顕
彰
碑
「
花
水
翁
之
碑
」
を
建
立
し
ま
し
た
。

方
外
も
建
設
者
の
一
人
と
し
て
、
碑
に
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　（
２
）
山や
ま

元も
と

春し
ゅ
ん

擧き
ょ

　

春
擧
（
明
治
四
年
（
一
八
七
二
）
～
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
））
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（
３
）
寺て
ら

崎さ
き

廣こ
う

業
ぎ
ょ
う

　

廣
業
（
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）～
大
正
八
年
（
一
九
一
九
））

は
四
条
派
や
南
画
な
ど
の
技
法
を
研
究
し
、
折
衷
的
な
画
風
を
確

立
し
た
日
本
画
家
で
す
。
岡
倉
天
心
に
才
能
を
認
め
ら
れ
、
明
治

三
一
年
（
一
八
九
八
）
の
日
本
美
術
院
の
創
立
に
も
参
画
し
て
い

ま
す
。

　

方
外
は
明
治
四
二
年
頃
に
東
京
へ
出
て
、
廣
業
に
師
事
し
た
よ

う
で
す
。

　

③　

井
村
方
外
と
大
倉
邦
彦　

　

大
倉
邦
彦
が
な
ぜ
井
村
方
外
に
描
画
を
依
頼
す
る
に
至
っ
た
の

か
。
そ
の
謎
を
解
く
一
次
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
二
人
を
つ
な
ぐ
鍵
と
し
て
、
仏
教
を
介
し
た
人
脈
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
は
、
仏
教
史
学
者
の
鷲わ
し

尾お

順じ
ゅ
ん

敬け
い（
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）

～
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
））
で
す
。
曹
洞
宗
大
学
・
東
洋
大

学
な
ど
の
講
師
を
務
め
た
ほ
か
、
東
京
帝
大
史
料
編
纂
官
と
し
て
、

『
大
日
本
史
料
』
の
仏
教
史
料
の
整
理
や
編
纂
を
担
当
し
ま
し
た
。

【図１１】　上が、山元春擧が描いた「菩提達磨の図」。左が、
昭和１１年 ６ 月に井村方外が書いた由来書。前半部分に下
記のように記されています。

去る明治三十二年余始めて山元春挙先生の門に入りて画
を学び、漸く後に自ら宗教画に志し先生の指教を請ひた
り。先生特に余の志を賛し咄嗟に自ら筆を執りて余に示
さる。即ちこの菩提達磨の図なり。今指を屈すれば三十
余年前のことなり。先生已に世を去られ再ひ教を乞ふに
よしなく、今この図に対し当時を回想してこゝろに感懐
に堪へさるなり。（後略）
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《
展
示
資
料
》

・
井
村
方
外
画
「
一
休
禅
師
」 

井
村
家
所
蔵

杖
の
先
に
ド
ク
ロ
を
着
け
て
歩
く
一
休
禅
師
。
一
休
禅
師
が
正

月
に
「
門
松
は
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
め
で
た
く
も
あ
り
め
で
た

く
も
な
し
」
と
歌
い
な
が
ら
練
り
歩
い
た
と
い
う
逸
話
を
取
材

し
た
作
品
で
、
方
外
は
好
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
書
幅
の

賛
は
鷲
尾
順
敬
筆
。

・
写
真
「
大
倉
邦
彦
と
原
田
祖
岳
ら
」 

沿
革
史
資
料
№6878

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
（
現 

横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
）

の
正
面
入
口
前
の
階
段
に
、
大
倉
邦
彦
と
原
田
祖
岳
ら
が
並
ん

で
立
っ
て
写
っ
て
い
ま
す
。

・
井
村
方
外
画
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
」【
図
⓬
】

沿
革
史
資
料
№12953-9

中
央
仏
教
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
『
大
乗
禅
』
八
（
五
）（
昭

和
六
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
井
村
方
外
「
大
倉
精
神
文
化
研

究
所
を
観
る
」
の
挿
絵
で
す
。

右
下
に
「
昭
和
六
年
四
月
十
二
日 

於
観
音
山
方
外
居
士
写
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
上
棟
式
及
び
施
設
見
学
会
が

　

鷲
尾
は
日
本
の
仏
教
を
北
方
仏
教
の
一
部
と
す
る
通
説
に
対
し

て
、
独
自
に
発
展
を
遂
げ
た
「
東
方
仏
教
」
と
し
て
位
置
づ
け
る

べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
四
）
五
月
に
東

方
仏
教
協
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
方
外
は
発
足
時
か
ら
参
画

し
、
協
会
役
員
（
委
員
）
の
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鷲

尾
が
方
外
の
妻
と
息
子
の
追
悼
法
要
の
講
話
を
務
め
る
な
ど
、
私

的
に
も
深
く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
倉
も
鷲
尾
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、
彼
の
弟
子
の
一
人

で
あ
る
秋
山
大
（
秋
山
真
之
の
長
男
）
は
、
当
研
究
所
の
研
究
員

を
勤
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
人
は
、
福
井
県
の
発
心
寺
な
ど
の
住
職
を
務
め
た
、
曹

洞
宗
の
僧
・
原は
ら

田だ

祖そ

岳が
く

（
明
治
三
年
（
一
八
七
一
）～
昭
和
三
六

年
（
一
九
六
一
））
で
す
。
大
倉
は
祖
岳
の
指
導
の
下
で
坐
禅
の

修
行
に
勤
め
、
祖
岳
を
講
師
と
し
て
招
い
て
、
毎
月
、
自
宅
で
宗

教
講
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
祖
岳
は
「
国
家
社
会
及
び
人
生
の
善
化
向
上
」
を
目
的

に
、
有
志
ら
と
雑
誌
『
大
乗
禅
』
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
雑

誌
に
は
、
方
外
の
挿
絵
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
六
輯
　
令
和
二
年
三
月

392

④　

井
村
方
外
の
作
品
─
初
期
─　

　

方
外
の
最
初
の
出
品
作
品
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
明

治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
〇
月
の
第
一
一
回
日
本
美
術
院
連
合

絵
画
共
進
会
の
「
野
狐
」
で
、
一
等
褒
状
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
各
種
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
日

本
最
初
の
公
設
展
・
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
へ
の
出
品
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
井
村
方
外
画
「
俊
寛
」 『
井
村
方
外
遺
作
画
帳
』（
沿
革
史
資
料
№10827

）
よ
り

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
開
か
れ
た
第
一
回
文
部
省
美
術

展
覧
会
の
入
選
作
品
。
枯
木
の
杖
を
持
っ
て
海
を
眺
め
て
い
る
、

平
安
時
代
後
期
の
僧
侶
・
俊
し
ゅ
ん

寛か
ん

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

俊
寛
は
平
清
盛
の
専
横
を
悪
み
、
有
志
ら
と
転
覆
を
企
て
ま
す

が
、
密
告
に
よ
り
計
画
は
露
見
し
、
藤ふ
じ
わ
ら
の
な
り
つ
ね

原
成
経
・
平
た
い
ら
の
や
す
よ
り

康
頼
と
と

も
に
薩
摩
国
の
鬼き

界か
い

ヶが

島し
ま

に
流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
成
経

と
康
頼
は
赦
さ
れ
京
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
俊
寛
だ

け
は
赦
さ
れ
ず
島
に
と
り
残
さ
れ
、
現
地
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

開
か
れ
て
お
り
、
方
外
を
含
む
約
三
五
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
に
は
富
士
山
が
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
当
日
は
「
曇
天
ニ
テ
薄
寒
ク
遠
景
ノ
眺
望
」
は
よ
く

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
外
観
が
完
成
し
た
建
物
と
は
い
く
つ
か

相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
方
外
は
完
成
予
定
の
模
型
を
見
た
上

で
、
こ
の
俯
瞰
図
を
描
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

【図１２】
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・
井
村
方
外
画
「
蓮
の
糸
」【
図
⓭
】 

雨
沼
山
西
光
寺
所
蔵

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
第
一
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
の

入
選
作
品
で
す
。
中
ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

姫ひ
め

が
菩
薩
の
助
け
を
得
て
、
一
丈
五

尺
四
方
の
曼
荼
羅
を
織
り
上
げ
る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

中
将
姫
は
藤ふ
じ
わ
ら
の
と
よ
な
り

原
豊
成
の
娘
で
、
父
の
再
婚
相
手
に
妬
ま
れ
、
次

第
に
命
さ
え
狙
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
一
六
歳
で
奈
良

県
の
當た
い

麻ま

寺で
ら

に
入
り
尼
と
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
彼
女
は
一

人
の
老
尼
か
ら
「
蓮
の
茎
を
集
め
よ
」
と
告
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
っ
そ
く
蓮
の
茎
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
採
っ
た
糸
を
洗
う
と
自

然
に
五
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
現
れ
た
も
う

一
人
の
若
い
女
性
と
、
中
将
姫
は
一
緒
に
お
堂
に
篭
も
り
、
一

非
業
の
死
を
遂
げ
た
俊
寛
は
、
そ
の
後
歌
舞
伎
や
能
の
題
材
と

な
り
、
語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

・
井
村
方
外
画
「
小こ

矢や

兒ち
ご

」

 

『
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録
・
第
６
回 

日
本
画
之
部
』

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
の
第
六
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に

お
け
る
入
選
作
品
で
す
。
弓
矢
を
持
っ
て
い
る
九
歳
の
法ほ
う

然ね
ん

の

姿
を
画
い
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
押お
う

領り
ょ
う

使し

で
あ
っ
た
父
・
漆う
る

間ま

時と
き

国く
に

が
、
土
地
問
題

で
も
め
た
明あ
か
し石
源げ
ん

内な
い

定さ
だ

明あ
き
らか
ら
夜
襲
を
受
け
ま
す
。
幼
か
っ
た

法
然
も
小
さ
な
弓
矢
を
と
っ
て
応
戦
し
た
と
こ
ろ
、
射
た
矢
が

定
明
の
目
の
辺
り
に
命
中
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
然

は
「
小
矢
兒
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の

後
、
父
・
時
国
は
こ
の
夜
襲
で
負
っ
た
傷
が
原
因
で
亡
く
な
り

ま
す
。
時
国
は
法
然
に
仇
討
ち
を
き
つ
く
戒
め
、「
は
や
く
俗ぞ
く

を
の
が
れ
家
を
出
て
我
菩ぼ

提だ
い

を
と
ぶ
ら
ひ
、
み
ず
か
ら
の
解げ

脱だ
つ

を
求
め
ん
」
と
遺
言
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
法
然
は

仏
道
の
世
界
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【図１３】
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が
所
蔵
す
る
作
品
の
多
く
が
、
仏
教
の
教
え
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
井
村
方
外
画
「
降
魔
之
図
」 

沿
革
史
資
料
№12359

題
材
は
「
降ご
う

魔ま

成じ
ょ
う

道ど
う

」
で
す
。
釈
迦
が
菩
提
樹
の
下
で
、
両

足
を
組
み
合
わ
せ
て
両
腿
の
上
に
乗
せ
て
座
っ
て
瞑
想
に
入
っ

た
と
こ
ろ
、
魔マ
ー
ラ羅
は
こ
れ
を
妨
げ
よ
う
と
や
っ
て
き
ま
す
。
し

か
し
釈
尊
は
そ
う
し
た
妨
害
（
煩
悩
）
を
す
べ
て
退
け
、
つ
い

に
悟
り
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
を
描
い
て
い
ま
す
。

・
井
村
方
外
画
「
観
音
大
士
図
」 

沿
革
史
資
料
№12361

・
井
村
方
外
画
「
観
音
像
」 

沿
革
史
資
料
№12357

観
音
菩
薩
（
観
世
音
菩
薩
）
は
、
人
び
と
の
救
い
を
求
め
る
声

を
聞
き
、
そ
れ
に
応
じ
て
身
を
三
十
三
通
り
の
姿
に
か
え
て
救

済
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
井
村
方
外
画
「
達
磨
」  

沿
革
史
資
料
№12356

達
磨
は
六
世
紀
の
僧
で
、
禅
宗
の
初
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
渡
り
、
少
林
寺
で
壁
に
向
か
っ
て

九
年
間
坐
禅
を
組
み
、
悟
り
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
賛
は
、
清き
よ

水み
ず

寺で
ら

の
貫
主
な
ど
を
務
め
た
大お
お

西に
し

良り
ょ
う

慶け
い

の
筆
。（
本
来
無
一
物
、

晩
で
曼
荼
羅
を
織
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
、
同
寺
が

所
蔵
す
る
国
宝
「
綴
つ
づ
り

織お
り

當た
い

麻ま

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
現
物
は
、
神
奈
川
県
秦
野
市
の
西
光
寺
の
本
堂
に

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
職
に
よ
る
と
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば

に
、
あ
る
檀
家
か
ら
寄
進
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
鶴
巻
北
周
辺
に

は
か
つ
て
「
落お
ち

幡は
た

村
」
が
あ
り
ま
し
た
。『
新
編
相
模
風
土
記

稿
』
に
よ
る
と
、
中
将
姫
が
織
り
上
げ
た
、
大
き
く
て
立
派
な

幡
曼
荼
羅
が
飛
ん
で
き
て
、
善
波
太
郎
と
い
う
人
物
が
射
落
と

し
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
こ
の
作
品
が
、
中
将
姫
に

ま
つ
わ
る
伝
説
が
残
る
同
地
に
あ
る
西
光
寺
の
所
蔵
と
な
っ
た

の
も
、
不
思
議
な
縁
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

⑤　

井
村
方
外
の
作
品
─
研
究
所
所
蔵
─　

　

方
外
は
「
宗
教
画
家
と
し
て
生
涯
を
捧
げ
て
居
る
」「
宗
教
芸
術
、

殊
に
我
国
の
祖
先
が
心
血
を
注
い
で
く
れ
た
超
越
的
な
精
神
的
な

偉
大
な
る
仏
教
芸
術
を
研
究
し
、
其
の
尊
い
精
神
を
少
し
で
も
表

現
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
仏
教
に
ま
つ
わ
る
絵
を
数
多
く
描
い
て
お
り
、
当
研
究
所



日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
の
魅
力
（
星
原
）

395

・
井
村
方
外
画
「
旭
松
」   

沿
革
史
資
料
№12949

海
辺
近
く
の
松
の
向
う
に
朝
日
が
昇
っ
て
い
る
情
景
を
描
い
て

い
ま
す
。
中
央
に
は
、
太
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
紅
色
に
染

ま
っ
た
富
士
山
も
、
う
っ
す
ら
と
見
え
ま
す
。
下
の
落
款
に

「
元
旦
試
筆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
年
を
迎
え
て
最
初

に
描
い
た
作
品
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
井
村
方
外
画
「
震
災
画
」   

 

沿
革
史
資
料
№12952

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
正
午
近
く
、
南
関
東

を
中
心
に
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
建
物
倒
壊
や
強
風
を
伴
っ
た

亦
た
塵
の
払
う
可
き
無
し
、
若
し
能
く
此
に
了
達
す
れ
ば
、
用

い
ず
坐
し
て
兀
兀
た
る
を
）。

・
井
村
方
外
画
「
恵
美
須
ノ
図
」  

沿
革
史
資
料
№12358

え
び
す
は
七
福
神
の
一
員
で
、
漁
業
や
商
売
の
神
。
通
常
、
風

折
り
烏
帽
子
に
狩か
り

衣ぎ
ぬ

、
指さ
し

貫ぬ
き

を
着
け
、
釣
り
ざ
お
で
鯛
を
釣
り

あ
げ
て
い
る
姿
で
描
か
れ
ま
す
。

・
井
村
方
外
画
「
お
ひ
な
様
」 

沿
革
史
資
料
№12675

題
材
は
「
紀
伊
国
加か

太だ

神
社
御
守
雛
」
で
す
。
和
歌
山
県
和
歌

山
市
に
あ
る
淡あ
わ

嶋し
ま

神
社
の
こ
と
で
、
毎
年
三
月
三
日
に
お
雛
様

を
木
の
船
に
乗
せ
て
供
養
す
る
「
雛
流
し
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

・
井
村
方
外
画
「
伊
勢
神
宮
（
内
宮
）」【
図
⓮
】		

沿
革
史
資
料
№11033

社
殿
の
屋
根
の
上
に
あ
る
千ち

木ぎ

の
先
端
が
、
地
面
に
対
し
て
水

平
に
削
ら
れ
る
内
削
ぎ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
照
大
御
神
を
祀

る
伊
勢
神
宮
の
内
宮
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
絵
も
か
つ
て
は

応
接
室
（
現 

第
５
集
会
室
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
附
属
図
書
館
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

【図１４】
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火
災
な
ど
に
よ
っ
て
、
約
一
四
万
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
生
じ
ま
し
た
。
方
外
も
東
京
で
被
災
し
ま
し
た
が
無
事
で
し

た
。
そ
の
後
、
都
内
各
地
を
回
っ
て
、
災
害
風
景
を
写
生
し
て

い
ま
す
。
翌
年
四
月
、
方
外
は
東
京
丸
の
内
で
第
三
回
宗
教
画

展
を
開
催
し
、「
地
震
所
見
」
巻
物
一
五
点
と
小
品
七
点
を
出

品
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
そ
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
『
井
村
方
外
遺
作
画
帳
』
に
巻
物
の
下
図
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
説
明
文
に
は
、
巻
物
は
一
〇
ｍ
に
も
及
ぶ
大
作
で
、

完
成
後
は
藤
田
四
郎
を
介
し
て
、
震
災
記
念
堂
（
現 

東
京
都

慰
霊
堂
・
東
京
都
墨
田
区
横
網
）
に
奉
納
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
巻
物
の
現
物
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

・「
大
正
十
四
年	

井
村
方
外
絵
日
誌
」【
図
⓯
】		
沿
革
史
資
料
№12957

方
外
は
そ
の
日
の
出
来
事
な
ど
を
描
い
た
絵
日
誌
を
作
成
し
て

い
ま
し
た
。
当
研
究
所
が
所
蔵
す
る
の
は
、
大
正
一
四
年
（
一

九
二
五
）
一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
一
年
分
で
す
。

四
冊
の
折
本
か
ら
な
っ
て
お
り
、
箱
蓋
の
裏
に
は
「
大
正
酉
寅

春
日 

画
日
誌 

方
外
自
題
」
と
墨
筆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
各

面
に
色
付
き
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
例
え
ば
「
昨
夜
両
国
川

【図１５】
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登
山
し
た
際
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

開 
七
月
二
十
六
日
」（【
図
15
】
中
）、「
西
郷
さ
ん
の
す
す
洗

ひ 
十
二
月
二
十
七
日
」（【
図
15
】
左
）
な
ど
、
年
中
行
事
や

人
び
と
の
日
常
生
活
も
題
材
と
し
て
い
ま
す
。

⑥　

井
村
方
外
と
徒
歩
会　

　

雑
誌
『
大
乗
禅
』『
中
央
仏
教
』
に
掲
載
さ
れ
た
方
外
に
よ
る

挿
絵
は
、
仏
教
関
係
の
宗
教
画
だ
け
で
は
な
く
、
風
景
画
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
方
外
が
書
い
た
文
章
や
「
絵
日
誌
」
か
ら
、
こ
れ

ら
の
多
く
は
「
徒
歩
会
」
に
参
加
し
た
時
に
描
か
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

徒
歩
会
と
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
「
修
養
的
徒
歩
」

を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
、
会
員
は
実
業
家
や
学
者
、
芸
術

家
、
医
師
な
ど
、
幅
広
い
分
野
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
（
次
頁

【
表
１
】）。

《
展
示
資
料
》

・
金か
な

井い

紫し

雲う
ん

宛
井
村
方
外
葉
書
【
図
⓰
】 

沿
革
史
資
料
№12777

宛
先
の
金
井
は
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
美
術
記
者
で

す
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
、
徒
歩
会
で
筑
波
山
に

【図１６】
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《
主
な
参
考
文
献
》

・
帝
国
絵
画
協
会
編
輯
所
編
『
帝
国
絵
画
名
鑑 

現
代
之
部
』（
帝
国
絵
画
協
会
、
大
正
元
年
）

・
雑
誌
『
大
乗
禅
』
一
（
三
）～
一
六
（
七
）（
中

央
仏
教
社
、
大
正
一
三
年
～
昭
和
一
三
年
）

・
雑
誌
『
中
央
佛
教
』
一
〇
（
一
〇
）～
一
七

（
九
）（
中
央
仏
教
社
、
大
正
一
五
年
～
昭
和

八
年
）

・
井
村
次
彦
他
『
井
村
方
外
遺
作
画
帳
』（
井

村
次
彦
、
昭
和
五
四
年
）

・
東
方
仏
教
協
会
『
東
方
仏
教
』（
名
著
普
及
会
、

昭
和
六
三
年
［
復
刻
版
］）

・
平
岡
照
啓
「
近
代
日
本
画
の
師
弟
山
元
春
挙

と
画
塾
「
早
苗
会
」
の
門
人
た
ち
」（『
奈
良

県
立
美
術
館
紀
要
』
四
、
奈
良
県
立
美
術
館
、

昭
和
六
三
年
）

・
神
宮
徴
古
館
『
磯
部
百
鱗
：
伊
勢
の
画
人
：

没
後
百
年
記
念
展
』（
神
宮
徴
古
館
、
平
成

一
八
年
）

氏名 生没年 氏名 生没年

朝
あさくら

倉　文
ぶんぞう

三 1863－
　1935 医師（日本泌尿器病学会初代会長）倉

くらはし

橋　惣
そうぞう

三 1882－
　1955

教育者／東京女子高等師範学校教
授

池
いけ

田
だ

　敬
けいはち

八 1874－
　1963 大蔵官僚 三

さえぐさだいざぶ

枝代三郎
ろう 1867－

　？？
実業家（伊勢與（現ギンザのサヱグ
サ）2 代目社長）

石
いしはら

原　健
けんぞう

三 1864－
　1936 内務・宮内官僚 篠

しのはら

原三
み ち

千郎
ろう 1886－

　？？ 実業家（東京急行電鉄㈱社長など）

伊
い

藤
とう

多兵衛 ？ 実業家（品川白煉瓦㈱取締役社長
など） 関

せき

根
ね

　要八 ？？〜
　？？ 青山学院第 7 代理事長

乾
いぬい

　　政
まさひこ

彦 1876－
　1951 法学者／弁護士 武

たけ

智
ち

　直
なおみち

道 1870－
　1963 実業家（台湾製糖㈱社長など）

岩
いわ

田
た

　宙
ちゅう

造
ぞう 1875－

　1966 弁護士／政治家 田
た

中
なか

　次
じ

郎
ろう 1873－

　1931 逓信官僚／実業家

江
え

口
ぐち

　定
さだ

条
え 1865－

　1946 実業家（南満洲鉄道㈱副総裁） 檀
だん

野
の

　礼
れいすけ

助 1875－
　1940

実業家（南洋貿易㈱社長・東京海
運㈱常務取締役など）

遠
えんどう

藤　藤
とうきち

吉 1868－
　1953 鉄道院技師／南満洲鉄道㈱参事 土

ど い

肥　脩
のぶさく

策 1868－
19？？

実業家（東京帽子㈱（現オーベク
ス）專務取締役など）

大
おおしままさ

島雅太
た

郎
ろう 1868－

　1948 実業家（三井財閥幹部） 早
はやかわ

川　徳
のりつぐ

次 1881－
　1942 実業家（東京地下鉄道㈱社長など）

大
おおはし

橋　光
こうきち

吉 1875－
　1946 実業家（共同印刷㈱社長など） 林

はやし

　　愛
あいさく

作 1873－
　1951

実業家（帝国ホテル支配人／甲子
園ホテル支配人など）

大
おおやま

山卯
う じ

次郎
ろう ？？－

　1939
外交官（サンフランシスコ総領事
など） 日

ひ

影
かげ

　　董
ただす ？？〜

　？？ 医師

小
お

澤
ざわしん

信之
の

甫
すけ 1878－

　？？
実業家（㈱雨宮製作所・大日本軌
道㈱常務取締役など） 二

ふた

木
き

　謙
けんぞう

三 1873－
　1966 医師（日本伝染病学会初代会長）

加
か

藤
とう

　正
まさはる

治 1871－
1952 法学者／中央大学総長 堀

ほりうち

内明
みょう

三
さぶ

郎
ろう 1872－

　？？
実業家（大日本人造肥料㈱（現日産
化学）常務取締役など）

北
きたむら

村　西
せいぼう

望 1884－
　1987 彫刻家／文化勲章 村

むら

井
い

　五
ご

郎
ろう 1884－

　？？ 実業家（村井銀行幹部）

城
き

戸
ど

崎
さき

廣
こう

三
さん 1876－

　？？ 実業家 諸
もろ

井
い

　六
ろくろう

郎 1872－
　1940

外交官（アルゼンチン特命全権公
使など）

木
きのした

下　益雄 1888－
　？？ 医師（熊本医科大学教授など） 山

やまぐち

口喜
き

三
さぶろう

郎 1874－
　1947

実業家（東京芝浦電気㈱（現東芝）
初代社長など）

国
くにざわしん

沢新兵
べ え

衛 1864－
　1953 実業家（南満鉄鉄道㈱理事長など）

【表 １ 】　徒歩会の主要メンバー（井村方外「徒歩会紀行」（『美之国』 ２ - ６ ）などのコラムや
　　　　　新聞記事から作成）


